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こ
の
講
座
は
、
日
頃
か
ら
自
然

災
害
に
備
え
る
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
慌
て
ず
に

行
動
で
き
る
人
を
育
成
す
る
と
共

に
、
今
ま
で
に
起
き
た
災
害
を
風

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
次
世
代
へ
伝

え
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

烏
山
高
等
学
校
と
本
会
が
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
福
祉
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
う
さ
ぎ
く
ら
ぶ
と
那
須
烏
山
市
日
赤
奉
仕
団
、

那
須
烏
山
市
社
協
の
３
者
共
催
及
び
烏
山
高
等
学
校
協
力
で
、

こ
の
ほ
ど
烏
山
学
童
保
育
、
境
学
童
保
育
の
利
用
者
を
対
象
に

子
ど
も
防
災
講
座
を
実
施
し
、
１
１
０
人
が
参
加
し
た
。

～もしも災害がおこったらあなたはどうする？～

高校生が教える新聞紙クッション・スリッパ作り

メ
ン
バ
ー
15
人
が
講
師
と
な
り
、

災
害
に
関
す
る
話
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

と
毛
布
を
使
っ
た
避
難
所
体
験
、

新
聞
紙
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
リ
ッ
パ

作
り
を
行
っ
た
。

　

緊
張
気
味
の
高
校
生
だ
っ
た
が
、

練
習
し
た
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
高
校
生

の
話
を
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
い
て

い
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
高
校
生
に
優
し
く
教
え
て

も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
「
一
人
一

人
が
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
被

害
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
」
「
小

学
校
に
５
０
０
人
も
避
難
で
き
る

な
ん
て
驚
い
た
」
な
ど
防
災
・
減

災
を
考
え
、
学
ぶ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
烏
山
高
校
生
も
、
自
ら

が
子
ど
も
た
ち
の
お
手
本
と
な
り

主
体
的
に
活
動
で
き
た
講
座
と

な
っ
た
。

子
ど
も
達
が
災
害
・
防
災
を
学
ぶ

高校生達が活躍した 高校生が進行する避難所の話

職員とダンボール間仕切り作りの確認



なすからすやま社協だより　２

　

先
ご
ろ
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長　

髙
田
博
）
の
烏
山
、
南

那
須
両
支
部
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
各
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
夏
の
日
差
し

に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。各
大
会
の
上
位
チ
ー

ム
は
、
市
連
合
会
主
催
の
「
那
須
烏
山
市
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
兼

県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
選
会
）」
に
出
場
し
、
県
大
会
を
目
指
す
。

烏
山
支
部

（
７
月
５
日
、
12
日
・
烏
山
中
央

公
園
）

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

　

優　

勝　

南

　

準
優
勝　

滝
田
本
郷

　

第
三
位　

日
野
町

●
輪
投
げ
の
部

　

優　

勝　

宮
原
長
寿
会

　

準
優
勝　

金
井

　

第
三
位　

南

●
ペ
タ
ン
ク
の
部

　

優　

勝　

興
野
下
二
長
寿
会
Ｂ

　

準
優
勝　

興
野
下
二
長
寿
会
Ｃ

南
那
須
支
部

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
5
月
23
日
・
緑
地
運
動
公
園
）

　

優　

勝　

曲
畑

　

準
優
勝　

三
箇
下
Ａ

　

第
三
位　

大
金

●
輪
投
げ
大
会

（
６
月
６
日
・
南
那
須
公
民
館
）

　

優　

勝　

南
大
和
久　

　

準
優
勝　

八
ヶ
代

　

第
三
位　

下
川
井
下

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　

（
６
月
13
日
・
岩
子
運
動
公
園
）

　

優　

勝　

南
大
和
久
Ｂ

　

準
優
勝　

三
箇
上
Ｂ

　

第
三
位　

南
大
和
久
Ａ

●
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

那
須
烏
山
市
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
で
は
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪

投
げ
、ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
他
、
社

会
貢
献
活
動
、
文
化
活
動
・
友

愛
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
き
い
き
と
し
た
老
後
を
健

康
で
過
ご
す
た
め
、
ぜ
ひ
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
に
ご
入
会
く
だ
さ

い
！

熱
戦
！
那
須
烏
山
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

身
体
障
害
者
福
祉
会

　
　
　
　
　
交
流
研
修
会

 

大
会
成
績

く
れ
よ
ん
で

高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

７
月
25
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
交

流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
12

人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
健
康
体
操
教
室
を
行

い
、
市
健
康
福
祉
課
の
職
員
を
講

師
に
、
座
り
な
が
ら
で
も
で
き
る

体
に
無
理
の
な
い
簡
単
な
体
操
を

学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
南
平
台
観
音
湯
で
温

泉
に
入
っ
た
り
、
お
芝
居
を
観
た

り
と
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は
、
10

月
に
日
帰
り
で
、
茨
城
方
面
へ
交

流
研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
、
く
れ
よ
ん

ス
ク
ー
ル
で
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
し
た
。

　

将
来
、
子
ど
も
に
接
す
る
職
業

に
就
く
た
め
に
、
夏
休
み
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
た
い
と
い
う
目
的
で
、
週

２
～
３
回
活
動
を
行
っ
た
。

　

子
ど
も
達
と
接
し
た
高
校
生
た

ち
は
「
皆
さ
ん
と
て
も
元
気
で
一

人
一
人
に
目
が
届
く
よ
う
に
す
る

の
が
大
変
だ
っ
た
」
「
最
初
は
皆

さ
ん
の
個
性
が
違
う
の
で
対
応
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
が
、
今
で
は

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
て
い

た
。

（
６
月
20
日
・
緑
地
運
動
公
園
）

　

優　

勝　

南
大
和
久
Ｂ

　

準
優
勝　

三
箇
上
Ｂ

　

第
三
位　

三
箇
下
Ｂ



　

７
月
28
日
、
鹿
沼
市
南
摩
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
と
南
摩
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
み
ま
も
り
隊
が
本
市
を

訪
問
し
、
日
野
町
自
治
会
と
の
見

守
り
活
動
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
。
当
日
は
、
南
摩
地
区
関

係
者
24
人
と
日
野
町
関
係
者
10
人
、

本
会
役
職
員
4
人
の
計
38
人
が
参

加
し
た
。

　

南
摩
地
区
で
は
、
平
成
25
年
か

ら
、
65
以
上
の
独
居
高
齢
者
を
中

心
に
見
守
り
隊
員
12
人
と
自
治
会

長
、
民
生
委
員
が
連
携
し
、
月

1
回
以
上
の
安
否
確
認
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
日
野
町
自
治
会

で
は
、
平
成
28
年
、
自
治
会
役
員

16
人
と
民
生
委
員
3
人
で
小
地
域

　

６
月
７
日
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
会
「
さ
く
ら
会
」
の
会
員

６
人
が
、
向
田
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
こ
ぶ
し
の
丘
」
で
草
む

し
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
。

　

昨
年
、
さ
く
ら
会
の
高
齢
者
施

設
見
学
事
業
で
出
会
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
施
設
側
と
さ
く
ら

会
役
員
の
話
し
合
い
で
今
回
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
現
し
た
。

　

当
日
は
曇
天
で
気
温
も
さ
ほ
ど

上
が
ら
ず
、
午
前
中
で
広
い
園
庭

で
の
作
業
を
終
了
で
き
た
。

　

さ
く
ら
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
他
、
宿
泊
研
修
旅
行
、
日
帰

り
研
修
旅
行
、
介
護
予
防
教
室
な

ど
の
事
業
を
年
間
10
回
ほ
ど
行
っ

て
い
る
。

　

７
月
14
、
15
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
南
那
須
地
区
心
身
障
害
児

者
療
育
訓
練
が
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
那
須
烏
山
市
心

身
障
害
児
者
父
母
の
会
、
那
珂
川

町
ひ
ま
わ
り
父
母
の
会
の
共
催
で

行
わ
れ
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
ら

46
人
が
参
加
し
た
。

　

行
先
は
、
山
梨
県
方
面
で
、
河

口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
の
し
お
り
作
り

体
験
、
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森

美
術
館
、
忍
野
八
海
の
等
見
学
を

行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ハ
ー
ブ
館

で
、
い
い
香
り
の
し
お
り
を
作
る

こ
と
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」「
那
珂
川
町
の
友
達
と
久
し

　

８
月
２
日
、
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

で
は
野
外
保
育
に
親
子
11
組
が
参

加
し
、
那
須
野
が
原
公
園
内
に
あ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
に
出
か
け

た
。

　

当
日
は
く
も
り
空
で
、
水
温
が

あ
ま
り
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、
子

ど
も
達
は
流
れ
る
プ
ー
ル
や
大
き

な
滑
り
台
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

　

お
昼
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
お

弁
当
を
広
げ
、
み
ん
な
で
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
た
。

　

絶
好
の
お
天
気
と
は
言
え
な

か
っ
た
が
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
ひ
と
時
を
親
子
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

３　なすからすやま社協だより　

「
見
守
り
活
動
」
意
見
交
換

さ
く
ら
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

南
那
須
地
区
心
身
障
害

児
者
療
育
訓
練

夏
の
野
外
保
育

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

見
守
り
活
動
を
組
織
化
。
見
守
り

会
議
の
定
期
的
な
開
催
と
、
対
象

者
へ
の
ご
近
所
等
の
協
力
に
よ
る

声
か
け
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

　

意
見
交
換
で
は
、
南
摩
地
区

民
生
委
員
の
福
田
和
子
さ
ん
は
、

「
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
民

生
委
員
の
み
が
把
握
し
て
い
る
。

そ
の
人
に
あ
っ
た
見
守
り
が
大

切
」
と
話
し
た
。
日
野
町
自
治

会
か
ら
は
、
自
治
会
長
と
民
生
委

員
に
よ
る
ご
近
所
協
力
体
制
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

南
摩
み
ま
も
り
隊
員
の
中
田
や

す
子
さ
ん
は
、
「
日
野
町
で
の
ご

近
所
協
力
体
制
は
参
考
に
な
っ
た
。

日
常
的
な
情
報
は
近
所
が
一
番
良

く
把
握
で
き
る
の
で
、
そ
の
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
下
南

摩
町
自
治
会
長
の
渡
辺
昇
さ
ん
は
、

「
災
害
は
予
測
が
困
難
。
平
時

の
見
守
り
は
災
害
時
に
も
活
き
る
。

今
後
の
取
り
組
み
課
題
」
と
話
し

た
。

　

日
野
町
自
治
会
長
の
黒
須
正
一

さ
ん
は
、
「
今
回
の
意
見
交
換
も

参
考
に
早
速
見
守
り
会
議
を
開
催

し
、
対
象
者
の
確
認
や
生
活
支
援

体
制
づ
く
り
な
ど
よ
り
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

ぶ
り
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

ま
た
、来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
い
た
。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

中華ボランティア　「栃木県中華料理生活衛生同業組合烏山支部」 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森・笠井）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
保健福祉センター☎88－7881

 9月24日（水）　（行政相談併催）

 10月11日（水）　（人権相談併催）

社協烏山支所（初音）
☎84－1294

 9月20日（水）　（行政・人権相談併催）

10月４日（水）　 （行政相談併催）

協力事業所と受注作業  （８月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
㈱ムロコーポレーション
㈲坂本製作所
㈱那須ニコン　　
㈲菊地製作所　
㈲宝積寺タクシー
ムラおこし応援団
㈱三森製作所

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
カップ切り
ゴーグルケース等
箱折り等
箱折り等
布切り

寄　付（敬称略）

７月15日～８月14日
社 会 福 祉 振 興 基 金

JAなす南セレモニーホール
人形供養料寄付
古賀屋お客様一同

11,250円

4,201円

善　意　銀　行
古家信夫 ジャム用ビン

236個
あすなろへ

福祉サービス利用状況
（７月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

140件
215件
45件

介護保険以外のサービス

有償ホームヘルプ
日常生活用具貸与
障害者ホームヘルプ

16件
8件
8件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約

40件
46件

107件

あすてらすサービス契約数 41件

アルミ缶（単位：個）（７月15日～８月14日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
柳　　実
滝口　悟
高野　英知
川上　恭治
青木　とみ子
小池　恒夫
大野　伯恵
野口　節
中山　寛行
露久保　章
露久保　英司
露久保　芳広
佐藤　隆
木島　好一
大桶上自治会有志
少林寺拳法宇都宮東道院
中山地区有志
下川井協力愛人隊
志鳥上自治会有志
横枕ソフトボール愛好会
藤田自治会
ペット霊園那須烏山
㈱矢崎部品
㈱アヤラ産業
㈱丸星食品
㈱日本技研
㈱東北化工
ＪＡ女性会三箇支部
橘
平山　欽一
鈴木　喜代子
愛和苑
匿名

440 
290 
180 
370 
110 
150 
300 
300 
150 

1,000 
100 
100 
400 
100 

4,500 
140 

3,000 
2,235 
1,000 
2,000 

500 
108 
864 
900 
100 
80 

840 
450 
250 
400 

1,500 
1,000 

200

阿相クリーニング
阿相　孝一
粟野　義明
海野自動車部品
絵本喫茶ぱたぽん
大窪製作所
大谷　幸子
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
神長上自治会協力者　
神長中自治会協力者
㈱那須ニコン
上境上平北久保グループ
上境上平協力者
上境中組協力者
釜銀
川上　泰夫
興野直売所協力者
小泉　徳男
こがや商店
後藤　哲史
小原沢自治会協力者
雇用促進住宅自治会協力者
坂田屋商店
JAなす南
塩野目商店
下境上自治会協力者
下境西組協力者
釋　剛智
小規模多機能ホームなごみ
鈴木建設㈱
ソフトボール横枕やまびこ
髙野　ヒロ子
高橋　一夫　
高橋　富次
高橋　任
滝　喜久子
中央協力者
束原　正記
栃木県庁南那須庁舎
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
蓮見自動車
平野　博
ヒロコダンススタジオ
ファミリーレストラン笠井
益子　豊
水井　登美男
山崎園芸
㈲大森紙器

1,220
80

240
150

1,070
1,500

150
80
60

230
360
150
150
500

3,750
300
380

1,600
300

1,800
300
230
150
570
530
60

230
750
540
240
450
300

1,500
160
450
80

680
380
450
300
850
350
380
300
150
750
80
60

300
300
150
310

（合計　24,057個） （合計　26,400個）

　８月４日、栃木県中華料理生活衛生同業組合
烏山支部は、児童養護施設桔梗寮でラーメンと
チャーハンを提供するボランティア活動を行っ
た。組合役員７名は午後4時から桔梗寮厨房内
で準備を行い、5時から食事を提供した。
　この活動は33年前から取り組んでおり、市
内の児童養護施設２か所を1年ごとに訪れてい
る。
　この日は約100食分が用意され、経験豊富な
プロの味に子ども達は大満足し、お替りを求め
る子どもが続出した。
　同支部長高徳忠夫さんは「長年続けてきた活
動ですが、子ども達が喜んで食べてくれ、お替
りをしてくれるとやりがいを感じます。これからも活動を続けて、子ども達
に美味しさと笑顔を届けていきたいと思います」と話していた。

メニュー（8月1日）
配食数77食

・煮物・コロッケ
・きゅうりもみ
・ミニトマト・梅干し

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

烏山地区


